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育種課長　　髙橋　誠

　今年度より、農林水産技術会議委託プロジェクトとして、「新世代林業種苗を短期間で作出する技術の開発」（平
成２４年度～平成２７年度）がスタートしました。本プロジェクトにおいて、九州育種場では、佐賀県、大分県、
宮崎県、鹿児島県、九州大学及び林木育種センター本所と連携しながら、１）樹幹解析による成長パターンの
解明、２）成長の優れたスギ系統の成長パターンの知見を用いて、第二世代精英樹などを植栽した場合の成長
量の改良効果の推定などについて取り組む計画です。
　樹幹解析とは、幹の高さ別に円盤を採取して、それぞれの円盤に刻まれている年輪の幅を計測することにより、
各個体について植栽後の各年次の樹高と高さ別の幹の太さを明らかにすることです。この解析により、各系統
の成長パターンを明らかにすることができます。
　今年度は、佐賀県で設定している２箇所の F1 クローン検定林（精英樹同士の人工交配家系の中から選抜さ
れた、初期成長や樹幹形等が優れた個体をさし木により増殖した苗木を植栽した試験地）において、樹幹解析
に供試するための材料として、今後第二世代の精英樹の候補となる系統などの伐倒作業を行いました。現在、
これらの個体の樹幹解析が進められています。今後は、大分県や宮崎県、鹿児島県に設定されている試験地に
おいても伐倒作業を行い、樹幹解析を進め、成長パターンについてのデータを蓄積していきます。
　このように、九州各県などの他機関と連携しながら、第二世代精英樹を植栽に用いた場合の低密度植栽や省
力化施業の可能性について検討し、成長が改良された新しい育種苗のよりよい活用方法を提案していきたいと
考えています。
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成長の優れたスギ系統の成長パターンの解明

高さ別に採取した円盤（４個体分）

打 合 せ 風 景 円盤採取位置のマーキング作業
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場長　　有　村　孝　一

　新年明けましておめでとうございます。皆様には、ご家族共々良いお年を迎えられたこととお慶び申し
上げます。
　昨年、「森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発戦略」が策定されました。
　これは、従来の「育種戦略」が策定時から５年が経過し、森林・林業木材産業を巡る情勢が大きく変
化したことを受けて、見直しが行われたものです。例えば、平成２１年には、１０年後の木材受給率５０％
以上を目指す姿として掲げた「森林・林業再生プラン」が策定され、平成２３年度には「森林・林業基本計画」
が見直され、森林・林業再生プランの実現に向けた取組などを推進することとされています。
　今回の「森林・林業・木材産業分野の研究・技術開発戦略」は、従来の「研究戦略」と「育種戦略」
を統合したものであり、その中で林木育種を推進するための、取り組むべき課題として新品種の開発等、
林木遺伝資源保存の推進、海外における林木育種に関する技術協力が挙げられています。
　九州育種場としての具体的取り組みとしては、スギ・ヒノキの次世代品種の開発、マツノザイセンチュ
ウ抵抗性クロマツの開発、育種素材、絶滅危惧種等の遺伝資源の収集・保存等、開発した新品種や研究・
調査成果の広報・普及などがあります。
　特に、スギのエリートツリー（第２世代以降の精英樹）については、平成２５年度原種配布に向けて準
備を進めているところであり、昨年１２月に原種配布について公募致しました。
　配布を予定しているスギエリートツリーは、精英樹間の交配家系で造成された検定林の中から選抜され、
樹高、胸高直径、幹曲がり等の有用形質がいずれも優れた個体の中から選抜したもので、スギの材質で
重要なヤング率、ならびに花粉症対策の上で重要な雄花着花性も考慮して選定されました。また、さし
木造林が多い九州での普及の鍵となる発根特性の検定も実施しています。
　エリートツリーは初期成長も旺盛なクローンが多く、下刈り回数の減少等により造林コストの削減が期
待されることから、普及に向けた取組を進めていきます。また、ヒノキについてもエリートツリーの選抜
を進めているところです。
　マツノザイセンチュウ抵抗性クロマツについては、より抵抗性の強い品種の開発を進めており、平成２２
年度には全国に先駆けて次世代品種を２品種開発したところです。本年度末には新たに次世代品種を開
発する予定です。
  九州各県と九州大学及び九州育種場が共同で開発したさし木増殖技術によるマツノザイセンチュウ抵抗
性クロマツ苗木の生産のための体制整備も着々と進み、一部の県ではもうすぐ出荷できるまでの状況と
なっています。これらの苗木により、海岸林造成等が一層進むことを期待しています。
　林木遺伝資源の収集・保存等については、昨年は収集・保存していた絶滅
危惧種であるヤクタネゴヨウの里帰りも行いましたが、本年も引き続きスギ、
ヒノキ、マツ等の育種素材や絶滅危惧種等の収集・保存等を行って行くこと
としています。
　新たな年を迎え、職員一同気持ちを新たにして、九州・沖縄地域における
林木育種事業を発展させることにより、森林・林業・木材産業の発展に寄与
したいと考えており、引き続き、皆様方の御指導、御協力を御願いします。

新  年  の  ご  挨  拶
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